
就
任
間
も
な
い
閣
僚
に
外
国
人
献
金
な
ど
が
発
覚

し

早ヽ
く
．も

タ
ニ
ュ
ー
ど
じ
よ
う
内
閣
年
は
炎
上
中
‐ｏ

だ
が
、
当
の
首
相
に
も
ウ
ラ
献
金
疑
惑
が
浮
上
し
て

い
た
事
実
を
本
誌
は
つ
か
ん
だ
。
一把
握
し
て
い
た
東

京
地
検
特
捜
部
は
自
ら
闇
に
葬
り
去

，
た
。
「国
策

捜
査
、こ
こ
に
極
ま
れ
り
」
。そ
の
一
部
始
終
は
―
卜
。

野
田
佳
彦
首
相
の

″余
裕
〃

が
軽
口
と
な
っ
て
表
れ
た
の
は

１０
月
Ｈ
日
だ
つ
た
。

「何
か
が
今
、
育
ま
れ
た
と
思

い
ま
す
」

国
会
内
の
自
民
党
総
裁
室
を

訪
れ
た
野
田
首
相
は
、
安
倍
晋

三
総
裁
と
固
く
握
手
を
交
わ
す

と
、
こ
う
話
し
て
場
を
和
ま
せ

た
。
民
主
党
と
自
民
党
が
新
体

制
に
な
っ
て
か
ら
、
初
の
執
行

部
の
顔
合
わ
せ
だ
っ
た
。

野
田
首
相
が

「育
ま
れ
た
」

と
感
じ
た
の
は

「信
頼
感
」
な

の
か
。
し
か
し
、
現
実
の
政
局

は
甘
く
な
い
。
年
内
解
散
を
迫

る
安
倍
氏
を
、
野
田
首
相
は
臨

時
国
会
を
な
か
な
か
開
か
な
い

「肩
透
か
し
作
戦
」
（民
主
党
ベ

テ
‐‐ラ
ン
議
員
）
で
い
な
す
構
図
¨

一両
党
間

‐の
火
花
は
日
を
追
う
ご

れ
．一
軸
駐
い
れ
綱
れ
許
¨
％
一
〓

「顔
合
わ
せ
は
、
た
っ
た
５
分

で
終
わ
り
ま
し
た
。
輿
石
東

・

民
主
党
幹
事
長
と
石
破
茂

・
自

民
党
幹
事
長
は

″ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
〃
と
な
る
携
帯
電
話
番
号
も

交
換
し
な
い
ま
ま
で
し
た
」

対
決
姿
勢
を
強
め
る
糸
口
を

自
民
党
に
与
え
て
い
る
の
が
、

日
中
慶
秋
法
相
だ
っ
１０
月
１
日

の
就
任
か
ら
わ
ず
か
１０
日
間

で
、
台
湾
人
が
経
営
す
る
会
社

か
ら
の
献
金
、
暴
力
団
関
係
者

と
の
過
去
の
交
際
が
立
て
続
け

に
発
覚
し
た
「

政
権
交
代
か
ら
３
年
―
―
。

民
主
党
が
抱
え
る

″政
治
と
カ

ネ
“
問
題
は
、
田
中
氏
に
限
っ

た
話
で
は
な

い
の
は
明
ら
か

だ
。
そ
し
て
、
次
期
衆
院
選
で

民
主
党
政
権
が
終

焉
す
る
見

通
し
が
強
ま
る
今
、
党
代
表
に

再
任
さ
れ
て

「幕
引
き
役
を
買

っ
て
出
た
」
（
民
主
党
幹
部
）

は
ず

の
野
田
首
相
に

つ
い
で
、

本
誌
は
新
た
な
重
大
醜
間
を
キ

ャ
ッ
チ
し
た
。
そ
れ
は
東
京
地

検
特
捜
部
が
着
手
せ
ず
に
封
印

し
た
、
野
田
首
相
に
対
す
る
″ウ

ラ
献
金
疑
惑
″
の
捜
査
だ
。

そ
こ
に
至
る
前
段
と
し
て
、

特
捜
部
が
把
握
し
た

「特
許
庁

の
新
基
幹
シ
ス
テ
ム
の
設
計

・

開
発
事
業
」
を
巡
る
政
官
財
、

そ
し
て
闇
勢
力
の
癒
着
に
触
れ

よ
う
。
そ
も
そ
も
特
許
庁
の
基

幹
シ
ス
テ
ム
と
は
、
特
許
と
実

用
新
案
、
意
匠
、
商
標
と
い
う

「知
財
四
権
」
に
つ
い
て
、
出

願
の
受
け
付
け
や
審
査
、
登
録

と
い
っ
た
基
本
的
な
業
務
を
担

う
。
線
し
い
シ
ス
テ
ム
は
、

２４

時
間
３
６
５
日
の
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
出
願
に
対
応
ｔ
、
デ
ー
タ

提
供
や
審
査
の
速
度
向
上
な
ど

で
業
務
の
最
適
化
が
望
め
る
。

運
営
保
守
費
も
大
幅
な
カ
ッ
ト

が
期
待
さ
れ
た
。

１
１
２
０
１
０
年
３
月
末
、

東
京
地
検
の
大
鶴
基
成
次
席
検

事

（当
時
）
は
あ
る
テ
レ
ビ
報

道
に
一小
躍
り
し
た
と
い
う
。

「
こ
れ
は
汚
名
返
上
を
果
た
す

チ
ャ
ン
ス
に
な
・る
」
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そ
れ
は
Ｔ
Ｂ
Ｓ

「
ニ
ュ
ー
ス
　

札
時
に
必
要
な
提
案
書
の
ひ
な

２３
Ｘ
」
の
特
集
だ

っ
た
。

予
算
総
額
が
２
６
０
億
円
に

上
る
、
巨
額
の
基
幹
シ
ス
テ
ム

再
構
築
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
特
許

庁
か
ら
受
注
し
た
Ａ
社
。
し
か

し
、
入
札
に
関
す
る
内
部
情
報

が
事
前
に
Ａ
社
に
漏
れ
て
い
た

可
能
性
が
あ
る
。
番
組
は
、
入

型
が
、
特
許
庁
が
公
表
す
る
２

カ
月
も
前
に
Ａ
社
内
で
流
れ
て

い
た
こ
と
、
そ
し
て

「夢
の
中

で
手
に
入
れ
た
目
次
案

（入
札

提
案
書
の
ひ
な
型
と
ほ
ぼ
同

一

の
文
書
ご
と
、
資
料
の
出
所
を

不
自
然
な
言
い
回
し
で
隠
す
社

内
メ
ー
ル
の
存
在
を
報
じ
た
。

実
績
の
な
い
下
請
け
会
社

大
型
入
札
で
不
正
の
可
能
性

が
あ
る
。
大
鶴
氏
が
食
い
つ
い

た
理
由
は
他
に
も
あ
っ
た
。
大

物
政
治
家
の
影
を
感
じ
取
っ
た

の
だ
。
特
捜
部
関
係
者
が
語
る
。

「
二
階
俊
博
衆
院
議
員
の
存
在

で
す
。
“
年
１０
月
か
ら
０６
年
９

月
ま
で
特
許
庁
を
所
管
す
る
経

済
産
業
相
で
し
た
。
入
札
は
０６

４
Ｈ
月
と
二
階
氏
つ
辞
任
直
後

で
す
が
、
資
料
が
漏
洩
し
た
時

期
と
重
な
っ
て

い
ま
し
た
。
特

捜
部
は
、
西
松
建
設
に
絡
む
政

治
資
金
規
正
法
違
反
事
件
で
二

階
氏
本
人
を
立
件
で
き
な
か
っ

た
。
さ
ら
に
、
小
沢
二
郎

・
民

主
党
元
代
表
は
西
松
建
設
に
加

え
、資
金
管
理
団
体
『陸
山
会
』

の
土
地
購
入
を
巡
る
事
件
で
ヽ

挙
げ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
鬱

屈
し
て
い
た
特
捜
部
は

『所
管

官
庁
の
利
権
を
三
階
氏
が
見
逃

す
は
ず
が
な
い
』
と
見
立
て
て
、

リ
ベ
ン
ジ
の
意
気
込
み
で
内
偵

を
進
め
た
の
で
す
」

特
捜
部
が
捜
査
で
把
握
し
た

全
容
は
、

１８
で
に
掲
載
し
た
チ

ャ
ー
ト
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

Ｔ
Ｂ
Ｓ
が

「
Ａ
社
」
と
報
じ

た
東
芝
ソ
リ
ュ
ト
シ
ョ
ン
を
含

め
、
入
札
に
は
計
３
社
が
参
加

し
た
。
現
行
シ
ス
テ
ム
の
開
発

元
で
あ
る
Ｎ
Ｔ
Ｔ
デ
ー
タ
は
１

４
７
億
４
２
６
０
万
円
、　
一
部
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で
シ
ス
テ
ム
に
携
わ
っ
て
い
る

日
立
製
作
所
は
１
４
４
億
１
０

０
０
万
円
。
そ
し
て
東
芝
は
９４

億
５
０
０
０
万
円
と
、
他
社
よ

り
約
５０
億
円
低
い
入
札
額
だ
つ

た
。
特
許
庁
幹
部
が
話
す
。

「東
芝
は
技
術
点
で
Ｎ
Ｔ
Ｔ
や

日
立
よ
り
１
６
０
点
以
上
も
下

回
っ
た
の
で
す
が
、
入
札
額
の

低
さ
に
よ
り
総
合
評
価
で
落
札

し
ま
し
た
。
さ
す
が
に
予
定
価

格
の
６
割
以
下
だ
っ
た
た
め
調

査
し
ま
し
た
が
、
最
終
的
に
『要

員
や
体
制
を
十
分
に
確
保
し
て

お
り
、受
注
案
件
も
多
数
あ
る
』

と
了
承
さ
れ
た
の
で
す
」

実
は
東
芝
が
入
札
す
る
前

に
、
あ
る
重
要
情
報
を
伝
え
た

人
物
が
い
る
「
そ
れ
は
三
階
氏

の
政
策
秘
書
を
務
め
て
い
た
小

幡

一
雄
氏
だ
っ
た
と
い
う
。

「
日
立
や
Ｎ
Ｔ
Ｔ
に
比

べ
る

と
、
入
札
提
案
書
の
レ
ベ
ル
が

低
い
ら
し
い
じ
や
な
い
か
」

前
出
の
特
捜
部
関
係
者
は
、

「東
芝
に
ハ
ッ
パ
を
か
け
た
よ

う
で
す
が
い
裏
を
返
せ
ば
日
立

も
Ｎ
Ｔ
Ｔ
も
特
許
庁
に
事
前
に

入
札
提
案
書
を
見
せ
て
い
る
可

能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
。
そ

し
て
小
幡
氏
は
、
３
社
分
が
揃

っ
た
段
階
で
特
許
庁
サ
イ
ド
か

ら
評
価
を
聞
き
出
し
た
と
み
ら

れ
ま
す
」
と
分
析
す
る
。

三
階
氏
の
地
元

・
和
歌
山
県

の
自
民
党
関
係
者
が
、
三
階
氏

と
小
幡
氏
の
関
係
を
語
る
「

「小
幡
氏
の
父
親
は
三
階
氏
が

政
界
に
入
る
立
役
者
だ

っ
た
。

三
階
氏
は
小
幡
氏
に
頭
が
上
が

ら
な
い
は
ず
で
す
」

そ
ん
な
小
幡
氏
の

″凄
み
〃

が
、
東
芝
の
落
札
に
つ
な
が
っ

た
の
だ
ろ
う
か
。
真
相
は
分
か

ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
実
際
に
基

本
設
計
が
始
ま
る
と
東
芝
は
ボ

口
を
出
し
た
。
特
許
庁
関
係
者

が
振
り
返
る
。

「技
術
者
に
特
許
庁
の
業
務
の

知
識
が
全
く
な
く
、
作
業
が
進

む
気
配
が
あ
り
ま
せ
ん

で
し

た
。
丸
投
げ
さ
れ
た
下
請
け
会

社
も
実
績
が
な
く
、
入
札
提
案

書
の
作
成
に
当
た
っ
た

『ザ
ク

ロ
ス
』
な
ど
は
本
業
が
介
護
サ

ー
ビ
ス
な
の
に
、
シ
ス
テ
ム
エ

ン
ジ

エ
ア
が
数
百
人
い
る
と
謳

っ
て
い
た
。
東
芝
の
担
当
部
長

が

『ザ
ク
ロ
ス
を
入
れ
る
の
は

マ
ル
政
案
件
だ
か
ら
』
と
ボ
ヤ

い
て
い
た
の
が
印
象
的
で
す
」

２
０
１
０
年
４
月
か
ぅ
本
格
捜
査

″
マ
ル
政
″
と
は
政
治
家
の
隠

語
だ
。
東
芝
は

「ザ
ク

ロ
ス
」

の
ほ
か
、

シ
ス
テ
ム
設
計
は

「
Ｏ
Ｎ
Ｅ
　
Ｏ
Ｎ
」
と
「
Ｖ
Ｏ
Ｒ

Ｔ
Ｅ
Ｃ
Ｈ
Ｓ
」
に
分
け
た
。
し

か
し
３
社
に
は
、
二
階
氏
の
有

力
な
支
援
者
の
姿
が
見
え
隠
れ

す
る
。
辻
野
源
治
氏
―‐
卜
。
大

阪
南
部

。
泉
州
や
和
歌
山
県
の

政
界
関
係
者
は
揃

っ
て
「政
商
」

と
評
す
る
。
辻
野
氏
を
知
る
大

阪
府
議
が
語
る
。

「拠
点
は
大
阪
府
泉
南
市
。
と

く
に
農
協
を
潰
し
た
過
去
は
有

名
で
す
。
地
元
農
協
で
理
事
を

務
め
て
い
た
こ
ろ
、
組
合
長
の

弱
み
を
握
り
、
２
０
０
億
円
以

上
に
な
る
不
動
産
買
収
資
金
の

不
正
融
資
を
受
け
ま
し
た
。
農

協
は
こ
れ
で
破
綻
し
、
吸
収
合

併
さ
れ
た
の
で
す
。
ま
た
、
和

歌
山
市
土
地
開
発
公
社
の
買
付
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証
明
書
の
発
行
を
巡
っ
て
元
和

歌
山
市
議
に
賄
賂
を
贈

っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
が
背
任
や
贈
賄

の
罪
に
問
わ
れ
ま
し
た
が
、
脳

梗
塞
を
患
っ
た
た
め
、

０４
年
比

月
に
執
行
猶
予
付
き
の
有
罪
判

決
を
受
け
ま
し
た
。
二
階
氏
の

熱
心
な
支
援
者
で
、
政
治
資
金

パ
ー
テ
ィ
ー
は
辻
野
氏
が
よ
く

仕
切
っ
て
い
ま
し
た
」

辻
野
氏
は

「ザ
ク
ロ
ス
」
と

「
Ｏ
Ｎ
Ｅ
　
Ｏ
Ｎ
」
の
社
長
に

息
子
の
匡
隆
氏
を
充
て
、
匡
隆

氏
が
退
任
し
た
後
は

「ザ
ク
ロ

ス
」
の
役
員
に
就
い
た
。
「ザ

ク
ロ
ス
は
和
歌
山
県
内
で
設
立

さ
れ
た
当
初
、
三
階
氏
の
親
族

が
役
員
に
名
を
連
ね
て
い
た
」

（前
出

。
特
捜
部
関
係
者
）
と

の
情
報
も
あ
る
。
２
社
の
住
所

は
現
在
、
「
泉
南
市
樽
井

２
」

と
同
じ
場
所
だ
。

民
間
信
用
調
査
会
社
に
よ
れ

ば
、
「
Ｏ
Ｎ
Ｅ
　
Ｏ
Ｎ
」
は
特

許
庁
シ
ス
テ
ム
の
業
務
に
対
応

す
る
た
め

「Ｖ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
Ｈ

Ｓ
」
か
ら
分
社
化
し
て
設
立
さ

れ
た
。
と
こ
ろ
が

「
Ｖ
Ｏ
Ｒ
Ｔ

Ｅ
Ｃ
Ｈ
Ｓ
」
に
は
、
指
定
暴
力

団
山
口
組
の
関
係
者
が
在
籍
し

た
形
跡
が
あ
る
と
い
う
。
警
視

庁
関
係
者
の
証
言
。

「た
と
え
ば
営
業
部
長
だ

っ
た

Ｈ
氏
は
、
山
口
組
系
の
元
組
長

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
許
庁
シ

ス
テ
ム
の
入
札
か
ら
数
年
後
、

山
口
組
か
ら
の
破
門
状
が
出
回

り
ま
し
た
が
、
よ
く
使
わ
れ
る

″偽
装
破
門
〃
で
し
ょ
う
。

い

ず
れ
に
し
ろ
、
特
許
庁
か
ら
下

り
て
き
た
カ
ネ
が
山
口
組
に
流

れ
た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
」

と
こ
ろ
が
特
許
庁
に
対
し
、

Ｈ
氏
は

「ザ
ク
ロ
ス
」
の

〃営

業
部
長
〃
と
い
う
一肩
書
を
使

っ

て
い
た
。
前
出
の
特
許
庁
幹
部

が
話
す
。

「
Ｈ
氏
は
ザ
ク
ロ
ス
の
名
刺
を

渡
し
て
き
ま
し
た
。
面
接
で
大

勢
の
技
術
者
を
集
め
て
い
た
よ

りヽ
で
す
が
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

に
つ
い
て
は
素
人
同
然
で
、
本

人
は

『元
々
は
不
動
産
の
営
業

を
し
て
い
る
』
と
説
明
し
て
い

ま
し
た
。
目
的
が
定
か
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
『
連
れ
て
き
た

技
術
者
は
全
員
、
ザ
ク
ロ
ス
に

所
属
し
て
い
る
よ
う
取
り
扱

つ

て
ほ
し
い
』
と
頼
ん
で
き
た
の

が
不
思
議
で
し
た
」

ち
な
み
に
、
怪
し
げ
な
動
き

が
目
立
っ
た
Ｈ
氏
が
所
属
し
て

い
た

「
Ｖ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
Ｈ
Ｓ
」

は
、今
年
５
月
末
で
解
散
し
た
。

東
京
国
税
局
の
税
務
調
査
で
、

Ｈ
年
５
月
期
ま
で
の
４
年
間
で

約
４
億
円
の
所
得
隠
し
を
指
摘

さ
れ
た
ば
か
り
だ
つ
た
。

国
税
局
幹
部
の
話
。

「追
徴
課
税
は
重
加
算
税
を
含

め
て
約
１
億
５
０
０
０
万
円
。

こ
れ
を
逃
れ
よ
う
と
ダ
ミ
ー
で

解
散
し
た
可
能
性
が
あ
る
」

こ
れ
ほ
ど
怪
し
い
会
社
に
、

た
と
え
下
請
け
で
あ
っ
て
も
参

入
を
許
し
た
の
は
、
特
許
庁
の

怠
慢
だ
ろ
う
。
今
年
１
月
‐
所

管
す
る
経
産
省
は
シ
ス
テ
ム
開

発
の
中
断
を
決
め
た
が
、
時
す

で
に
遅
し
。
東
芝
に
は
２４
億
円

が
支
払
わ
れ
て
お
り
、
開
発
を

管
理
す
る
コ
ン
サ
ル
タ
ン
■
会

社
分
も
含
め
る
と
、
実
に
５５
億

円
も
の
公
金
投
入
が
水
泡
に
帰

し
て
し
ま
っ
た
の
だ
。

二
階
氏
と
特
許
庁
、
東
芝
を

巡
る
奇
妙
な
相
関
図
が
浮
か
び

上
が
り
、

１０
年
４
月
か
ら
本
格

化
し
た
特
捜
部
の
捜
査
は
順
調

に
進
ん
で
い
た
と
い
う
。

は
為
党
の
救
世
主
だ
と
期
待
し

て
い
ま
す
。
党
再
生
の
リ
ト
ダ

ー‐
と
し
て
掲
げ
、
選
挙
を
戦
い

た
い
』
と
持
ち
上
げ
て
い
た
」

二
階
氏
と
の
蜜
月
ぶ
り
が
際

立

っ
た
柴
野
氏
を
調
べ
る
と
、

あ
る
疑
惑
が
浮
か
ん
で
き
た
。

「
柴
野
氏
か
ら
二
階
氏
周
辺

に
、
３
億
円
が
提
供
さ
れ
た
可

能
性
が
出
て
き
た
。
柴
野
氏
が

衆
院
選
の
党
公
認
を
″買
っ
た
″

と
考
え
れ
ば
、
辻
横
が
合
っ
た
。

原
資
に
は
未
公
開
株
詐
欺
の
収

益
が
充
て
ら
れ
て
い
た

の
で

す
」
（前
出

。
特
捜
部
Ｏ
Ｂ
）

と
こ
ろ
が
、
こ
れ
も
二
階
氏

本
人
に
カ
ネ
が
渡

っ
た
明
確
な

証
拠
は
見
つ
か
ら
ず
、
一頓
挫
し

た
。
次
に
特
捜
部
が
期
待
し
た

の
は
別
ル
ー
■
で
政
治
家
を
追

及
し
て
い
た
直
告
２
班
が
手
が

け
る
「
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
興
業
」
の

脱
税
事
件
の
ラ
イ
ン
だ
っ
た
。

丸
山
二
郎
元
社
長
は
ヽ
実
質

経
営
す
る
関
連
会
社

「
ソ
フ
ト

ウ
エ
ア
興
業
設
備
」
の
社
員
寮

の
建
設
費
を
水
増
し
し
て
外
注

す
る
手
口
で
所
得
を
隠
し
、

０９

年
３
月
期
ま
で
の
３
年
間
で
計

約
２
億
３
０
０
０
万
円
を
脱
税
、

特
捜
部
の
見
立
て
は
こ
う
だ
。

三
階
氏
が
東
芝
に
受
注
さ
せ

る
よ
う
特
許
庁
に
日
利
き
し
、

そ
の
見
返
り
と
し
て
東
芝
か
ら

謝
礼
を
受
け
取
っ
た
り
、
下
請

け
に
自
身
の
息
が
か
か
っ
た
会

・社
を
潜
り
込
ま
せ
て
利
益
を
還

流
さ
せ
た
の
で
は
な
い
か
―
―
９́

だ
が
、
肝
心
の
二
階
氏
に
カ

ネ
が
流
れ
た
痕
跡
が
見
つ
か
ら

な
い
。
そ
れ
で
も
「獲
物
は
逃
が

さ
な
い
」
と
言
わ
ん
ば
か
り
の

執
念
で
別
の
ル
ー
ト
で
二
階
氏

に
た
ど
り
着
こ
う
と
考
え
た
。

直
告
１
班
が
狙

っ
た
の
は
い

柴
野
多
伊
三

・
元
衆
院
議
員

（Ｈ
年
に
自
殺
）
が
落
選
後
に
社

長
に
就
い
た
バ
イ
オ
燃
料
開
発

会
社
「日
本
中
油
」
の
架
空
増
資

と
、
未
公
開
株
を
巡
る
詐
欺
事

件
。特
捜
部
Ｏ
Ｂ
が
説
明
す
る
。

「
二
階
氏
は
、
柴
野
氏
の
著
書

の
出
版
記
念
パ
ト
テ
ィ
ト
で
発

起
人
に
な
り
、
当
日
の
挨
拶
で

押
収
さ
ね
た

彰
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野
国
首
相
は
多疑
惑
ク
を
完
全
否
定

法
人
税
法
違
反
の
罪
に
問
わ
れ

た

（今
年
３
月
に
有
罪
判
決
）
。

丸
山
氏
と
い
え
ば
、
与
野
党

の
幹
部
に
積
極
的
に
近
づ
き
、

永
田
町
で
は
″政
界
タ
ニ
マ
チ
″

と
し
て
知
ら
れ
た
存
在
だ

っ

た
。
政
治
資
金
収
支
報
告
書
に

よ
る
と
、

０１
～
０９
年
に
ソ
フ
ト

ウ
エ
ア
興
業
が
政
党
支
部
や
政

治
団
体
に
献
金
し
た
り
、
パ
ー

テ
ィ
ー
券
を
購
入
し
た
政
治
家

は
民
主
党
６
人
、
自
民
党
７
人

の
計
１３
人
に
上
る
。
こ
の
中
に

二
階
氏
も
含
ま
れ
て
い
た
。

特
捜
部
は
Ｈ
年
６
月
、
丸
山

氏
を
逮
捕
し
、
関
係
先
を
家
宅

捜
索
し
た
。
こ
こ
で
押
収
さ
れ

た
の
が
あ
る
帳
簿
だ
っ
た
。
東

京
地
検
関
係
者
が
声
を
潜
め
る
。

「帳
簿
に
は
政
治
家
数
人

へ
の

献
金
額
が
載

っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
政
治
資
金
収
支
報
告

書
に
記
載
さ
れ
た
額
と
は
明
ら

か
に
違

っ
て
い
た
。
丸
山
氏
を

取
り
調
べ
る
と

『
所
得
隠
し
で

捻
出
し
た
裏
金
を
渡
し
た
』
と

供
述
し
た
よ
う
で
す
」

幅
鐸
温
麒
欄
趙
鐵
鋼
鵞
饗
鴫
爾

湘
嘲
洒
州
彎
醐
堀
脚
鐵
欄
懺
司
署

０

量

親
濶
燿
嘲
媚
輔
醐
薗
糊
週
―
書

起
副
長
哩
刈
現
鷹
爛
網
躙
¶

罵
運
噛
璃
団
鱚
趙
璃
弓

ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
興
業
に
よ
る

正
規
ル
ー
ト
の
献
金
は
、
野
田

首
相
が
代
表
の

「民
主
党
千
葉

県
第
４
区
総
支
部
」
に
０３
、

０５

年
で
計
５０
万
円
。
仙
谷
氏
の
政

治
団
体
「２‐
世
紀
改
革
研
究
会
」

で
は
、
パ
ー
テ
ィ
ー
券
３０
万
円

分
を
買
っ
て
い
る
。
鴻
媚
燿
耀
躙

簿

に
日
■

こ
れ
と

は
別

に
金
銭

が
授
受
さ
れ
た
証
鍔
か
殊
っ
て

高
塚
憫
劇
唖
プ
。
さ
ら
に
、
民
主

党
執
行
部
か
ら
特
許
庁
に
つ
な

が
る

″点
と
線
〃
も
急
浮
上
し

た
。

０６
～
０７
年
度
に
か
け
、
仙

谷
氏
の
資
金
管
理
団
体

「制
度

改
革
フ
オ
ー
ラ
ム
」
に
献
金
し

て
い
た
東
京
都
港
区
の
介
護
関

′連
会
社
と
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
会
社

だ
。２

社
に
は
永
田
町
で
知
ら
れ

た
政
界
フ
ィ
ク
サ
ー
の
五
味
豊

二
氏
が
関
わ
る
。
介
護
関
連
会

社
で
は
特
許
庁
シ
ス
テ
ム
の
入

札
時
に
自
身
が
社
長
を
務
め
、

ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
会
社
の
社
長
は

息
子
の
隆
介
氏
だ
。
隆
介
氏
は

「豊
二
氏
は
二
階
氏
の
派
閥
パ

ー
テ
ィ
ー
に
も
よ
く
出
席
し
て

い
た
。

つ
ま
り
三
階
氏
と
仙
谷

氏
、
東
芝
の
周
辺
に
姿
を
見
せ

て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま

た
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
興
業
の
丸
山

氏
と
も
呪
懇
で
、
政
界
と
の
付

き
合
い
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス

し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

丸
山
氏
が
ウ
ラ
献
金
の
提
供
先

を
考
え
る
な
ら
、
指
南
役
は
豊

二
氏
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。

た
だ
、
２
人
は

″政
界
の
タ
ニ

マ
チ
〃
と
し
て
振
る
舞

っ
て
お

り
、
政
治
家
か
ら
便
宣
を
図
っ

特
許
庁
の
新
シ
ス
テ
ム
が
入
札

さ
れ
た
後
、
下
請
け
の

「
Ｏ
Ｎ

Ｅ
　
Ｏ
Ｎ
」
に
役
員
と
し
て
２

年
ほ
ど
加
わ
っ
て
い
た
。

本
誌
は
、
仙
谷
氏
に
豊
二
氏

と
の
関
係
や
献
金
の
有
無
を
尋

ね
る
と
、
事
務
所
か
ら

「会

っ

た
こ
と
が
あ
る
程
度
の
付
き
合

い
し
か
な
い
」
。
献
金
に
つ
い

て
は

「政
治
資
金
規
正
法
に
基

づ

い
て
適
切
に
処
理
し
て
い

る
」
と
回
答
し
た
。

て
も
ら
っ
た
形
跡
は
な
い
の
で

す
」
（前
出

・
地
検
関
係
者
）

嗣
廻

詰

灯

議

ソ
フ
■
ウ
エ
ア
興
業

へ
の
捜
査

の
進
捗
を
気
に
し
て
い
た

フ

シ
が
あ
る
。
財
務
省
幹
部
が
話

す
。「

財
務
相
だ

っ
た
野
田
首
相

は
、
財
務
省
の

一
部
幹
部
に
、

ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
興
業
事
件
の
捜

査
状
況
を
こ
ま
め
に
報
告
す
る

よ
う
頼
み
ま
し
た
。
国
税
庁
を

所
管
し
て
い
る
財
務
省
は
、
情

報
を
把
握
し
や
す
い
立
場
に
あ

り
ま
す
。
『
何
か
あ
る
な
』
と

ほ
く
そ
笑
み
な
が
ら
協
力
し
ま

し
た
。
有
力
議
員
の
弱
み
を
ひ

と
つ
握
っ
た
わ
け
で
、
よ
り
操

り
や
す
く
な
り
ま
す
か
ら
」

野
田
首
相
は
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

（政
権
公
約
）
違
反
を
犯
し
て

ま
で
、
消
費
税
率
引
き
上
げ
に

邁
進
し
た
。
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
興

業
事
件
の
展
望
を
読
め
ず
に
焦

り
、
財
務
省
に
足
元
を
見
ら
れ

た
と
す
れ
ば
、
「財
務
省
の
愧

儡
」
（自
民
党
ベ
テ
ラ
ン
議
員
）

と
指
摘
さ
れ
る
両
者
の
上
下
関

係
が
確
定
的
に
な
っ
た
の
か
も

し
れ
な
い
。　
一
方
、
検
察
当
局

帥
醐

係
、
処

れ
崎
議
れ
域
。

　

ヽ
東

簡
聞
い

「地
検
に
は
ヽ
現
職
閣
僚
の
周

辺
捜
査
を
す
る
際
は
法
相
に
相

談
す
る
と
の
内
規
が
存
在
す
る
。

首
相
と
仙
谷
氏
に
浮
上
し
た
ケ

ー
ス
も
こ
れ
に
当
て
は
ま
る
た

め
、
上
級
庁
の
判
断
を
仰
ぐ
た

め
に
報
告
を
上
げ
ま
ｔ
た
」

こ
の
捜
査
に
難
色
を
示
し
た

と
い
わ
れ
て
い
る
の
が
、
最
高

検
次
長
検
事
だ
っ
た
小
津
博
司

氏
だ
「
現
在
の
検
事
総
長
で
あ

る
。
前
出
の
東
京
高
検
関
係
者

特捜に狙われた
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が
内
情
を
明
か
す
。

「
極
め
て
政
治
的
な
判
断

で

す
。
法
務
官
僚
に
敵
対
的
な
小

沢

一
郎

・
民
主
党
元
代
表
を
排

除
す
る
た
め
に
、
民
主
党
の
主

流
派
、
ま
し
て
近
い
将
来

お―こ晴

相
が
見
込
ま
れ
る
政
治
家
は
貶

め
ら
れ
ま
せ
ん
ｃ
４
れ
に
、
大

阪
地
検
特
捜
部
の
証
拠
改
ざ
ん

事
件
で
、
特
捜
検
室
が
消
滅
す

る
恐
れ
す
ら
あ
る
中
で
、
冒
険

は
で
き
な
か
っ
た
。
■
年
３
月
、

三
階
氏
を
含
め
た
す
べ
て
の
関

連
捜
査
が
事
実
上
打
ち
切
ら
れ

相
に
本
誌
は
事
務
所
を
通
じ
、

ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
興
業
か
ら
の
献

金
に
つ
い
て
質
問
す
る
と

「平

成
２４
年
３
月
２８
日
に
５０
万
円
を

返
還
い
た
し
ま
し
た
」
。
丸
山

氏
か
ら
個
人
的
に
金
銭
を
受
け

取
っ
て
い
た
か
尋
ね
る
と

「あ

り
ま
せ
ん
」
と
完
全
否
定
ｔ
た
。

三
階
氏
は
、
特
許
庁
の
疑
惑

‐
―こ

つ
い
て
事
務
所
秘
書
が

「事
実

関
係
を
確
認
で
き
る
者
が
い
な

い
」
「秘
書

（小
幡
氏
）
は
辞

め
て
い
る
」
な
ど
と
回
答
し
た
。

本
誌
・
鳴
海
　
崇

ま
し
た
が
、
貸
し
を
作
っ
て
抱

き
込
む
と
い
う
意
味
で
も
、
野

田
首
相
に
着
手
し
な
い
で
正
解

で
し
た
」

特
捜
検
察
の
胸
三
寸
で
捜
査

を
逃
れ
た
野
田
首
相
、口
と
い
う

構
図
が
透
け
て
く
る
ぷ
野
田
首

．画
す
る
勉
強
会
で
、
ま
ず
は
消

費
増
税
反
対
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
反
対
を

党
内

で
訴
え

て
い
く
と

い
ぅ
。

会
合
後
、
川
内
氏
は
記
者
団
に

難́
党
予
備
晃

？
Ｐ
や
消
費
増
税
の
方
向

蠣
撫
一カ
と
■
一Ａ
＝
薔
織

転
換

る
た
め
に
党
内
に

と
ど
ま
る
ず
党
ゼ
罰
ら

て
出
る

の
は
簡
単
だ
が
、
そ
れ

東
京
。
赤
坂

理
店
に
民
主
党
の
山

正
彦
元
農
相
や
Ｌ
内
博
史
衆

院
議
員
ち
が
集
ま

っ
た
。
本
誌

１０
月
２‐
日
号

で
既
報

の
政
策
研

究
会

「
ロ
モ
ン
ズ
」

の
準
備
会

合
が
開
か
れ
た
の
だ
。

こ
の
日
集
ま

っ
た
メ
ン
バ
ー

は
計
１４
人
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ

（環
太
平

洋
パ
ー
■
ナ
ー

シ
ッ
プ
協
定
）

交
渉
参
加
反
対
を
訴
え
る
民
主

党
議
員
だ
「
新
自
由
主
義
に
対

も
で
き
な
い
」
と
、
″与
党
内

野
党
″
の
立
場
を
強
調
し
た
っ

し
か
し
執
行
部
の

一
人
は
、

「彼
ら
が
離
党
予
備
軍
で
あ
る

こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
」

．と
警
戒
感
を
示
し
、
先
の
代

表
選
で
コ
モ
ン
ズ
参
加
者
の
多

く
が
支
持
し
た
原
口

一
博
元
総

務
相
の
動
き
な
ど
を
注
視
す
る
。

民
主
党
の
離
党
の
動
き
が
止

ま
ら
な
い
。

１０
月
５
日
、
杉
本

和
巳
衆
院
議
員
が
離
党
届
を
提

出
し
、
み
ん
な
の
党
に
参
加
す

向
を
明
ら
か
．に
し
た
。
．９

頼
久
元
官
房
副
長

官
ら
３
人
が

、
「
日
本

．維
新
の
会

，
（
以
下
、

に
移
つ
た
。
杉
本
氏
離
党
で
今

一軍
¨

， ｒ

・・・

り升額 2α2カ.28

月

に


